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東 南アジア ・オセブニ アにおけ る諸民族文化のデ ータベ ースの作成 と分析

娯     楽  5300

石 川 榮 吉*

1・ 項 目の地理的分布 2.考 察

 1.項 目 の 地 理 的 分 布

 娯 楽 と して今回取 りあげた小項 目は,竹 馬,凧,ボ ール遊び,こ ま,チ ェス類,人

形芝居,影 絵,闘 鶏,闘 牛,ブ ランコ,あ や とり,舟 競争の12項 目である。 この12項 目の

地理的分布 を大 観する とき,つ ぎの四つの項 目群(分 布傾 向)を 分け ることがで きる。

1,東 南 ア ジア,オ セアニアにわたってひ ろく分布す るもの

  竹 馬(5301)凧(5302) ボ0ル 遊び(5303) こ ま(5304) 舟競 争(5312)

ｩ1.大 陸 部 を除 く東南 アジァ(す なわ ち島填部),オ セアニァにわた ってひろ く分布す

るもの

  あ や とり(5311)

n.主 と して東南 アジァに分布 し,オ セアニァにはわずか しか分布 しない もの

  チ ェス類(5305) 闘鶏(5308) ブ ラ ンコ(5310)

W.東 南 アジアにだ け分布 し,オ セアニアにはま った く分布 しない もの

  人 形芝居(5306)舞 絵(5307) 闘牛(5309)

 この4群 の それぞれについて,小 項 目別 に分布状況を要約 してみ ることに しよ う。

 まず第1群 の うち,も っともひろい分布 を示 す ものは,こ ま,ボ ール遊 び,凧 の3

項 目であ る。 こまは,西 はマダガスカル か ら東 はポ リネ シァの東端 イースター島にい

たるまで,も っとも広範 に分布 している。 ボール遊 びが これにつ ぐが,た だ し,マ ダ

ガスカル とイ ースター島とか らは分布 の報告が ない。凧の分布 もボール遊 びに大 差な

いが,欠 落地域 と してマダガスカルの ほかニ ューギニアが くわわ る。 イースター島か
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らは報告がある。

 以 上の3項 目に くらべ ると,竹 馬 と舟競争の分布濃度 はやや劣 る。竹馬の分布が東

南ア ジア大 陸部 と大 ス ンダ列 島(と くに ジャワ,ス マ トラ)と に稀薄 な ことが,注 目

される。舟競争 につ いては,東 南アジア島喚部の分布がわずか(ジ ャワ,ス マ トラ,

小 ス ンダ ・モル ッカ,フ ィ リピンに報告欠如)で あ る。 この ように,竹 馬 と舟競 争と

は分布濃度 の点で前記3項 目にやや劣 るが,し か し,分 布の拡 が りとい う点では,必

ず しも前記3項 目よりせまいわけではない。

 つ ぎに第H群 をみ ると,こ れ は小項 目あやとり0つ だけで,群 といえぬ ものである

が,マ ダガスカルをのぞいて東南ア ジァ島喚部か らオセアニアに ひろ く分布 するのに

ひきかえ,大 陸部 か らの報告 はわずかに1例 しかない。オ セァニ アでの分布で は,ニ

ュー ギニァ,メ ラネシアか らの報告の多 いことが注 目される。

 第 皿群の うち,オ セアニアでの分布が最 も稀薄なのはチ ェス類で,ハ ワイに しかみ

られない。闘鶏が これについで少 ないが,た だ しこれにあ ってはポ リネ シアの ほか ミ

クロネ シアか らも1例(パ ラオ)報 告があ る。 チェス類,闘 鶏 につ いての報告が,ニ

ューギニアおよび メラネ シアか ら皆無であるのに対 して,ブ ランコは逆にニ ューギニ

ア とメ ラネ シアに多い。 ミクロネシア とポ リネ シアは各1件 ず つであ るが,ミ クロネ

シアの その1件 はカ ピンガマ ランギであ り,こ の島はポ リネ シアの飛地であ るか ら,

ミク ロネ シア0件(ゼ ロ),ポ リネ シア2件 とすべ きか も しれない。

 な お,闘 鶏 とブ ランコは,ど ちらもマダガスカルか らは報告 されて おらず,ま た 中

国南部 にも闘鶏の報告 がない。

 最 後に第IV群 であ るが,こ れに属す る小項 目の うち,分 布 の もっともひ ろいのは闘

牛 であ り,影 絵が これにつぎ,人 形芝居 についての報告 が最 もす くない。影絵 と人形

芝居 に関 しては,と もにマダガス カル とフィリピン ・台湾か らは報告がな く,さ らに,

前 者の分布が大 陸部よ りも島喚部に片寄 るのにたい して,後 者 はそのぎ ゃくの傾向を

示 してい る。 しか し,大 陸部で も中国南部 には,両 者 とも欠 けてい る。

 以 上・4項 目群 のそれ ぞれについて,そ れぞれに属す る小項 目別の分布 状況を要約

してみたが,つ ぎにそれ ぞれの分布の 意味す るところにつ いて,若 干の考察を加えて

み ることとす る。

2.考 察

まず第1群 で ある。 これに属する各小項 目は,① 東南 アジア,オ セアニアにわた っ
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てひ ろ く分布 し,② その分布状況 は地理 的にほぼ連続 してい るとみることがで きる。

この②の点か ら,各 小項 目は,そ れぞれの分布地域で独立に生み出された もので な く,

伝 播に よって拡が った ものであ る可能性が高 い。 とすれば,① の点 からみて,そ の伝

播の歴史深度 は相 当に深いか もしれない。伝播 をめ ぐる諸条件を同一 と仮定するな ら

ば,古 い ものほど伝播の到達範 囲がひろ くなるはずだか らであ る。

 しか しなが ら,こ れ はあ くまで も一つの考え方 にす ぎない。第1群 に属す る各 小項

目は,ど れを とって も,世 界大 の拡が りを示す ものであって,地 域 ごとの独立発生 を

仮定す ることも不可能で はな いか らであ る。

 第H群 はあやと りだけであ るが,そ の分布 は,さ きにのべた ように,東 南 アジァ島

喚部 とオセァニアとに濃厚であ り,前 者については,と くに台湾に分布の濃 いことが

注 目され る。オース トロネシア ンの起源地 とまではいわないまで も,台 湾 のオース ト

ロネ シァ ンがす こぶる古 い事実を考え ると,あ や とりの分布 は,そ の存在す る各地で

の独立発生 とみ るよ りは,古 いオース トロネシァ ン文化の流れとみた ほうがよさそ う

である。ニ ューギニアで は,パ プァ ンのあいだに も分布 して いるが,こ れは沿岸 部の

オース トロネシア ンか らの伝播であろ う。サ ツマ イモをは じめ,ニ ューギニアではそ

うした例が けっして稀で はない。

 第 皿群の小項 目は,ど れ もオセアニアにはわずか しか分布の報告がない ものばか り

であるが,そ れ らの うちでチ ェス類 がと くに少な く,ハ ワイか らしか報告 がない。 ミ

クロネ シア,メ ラネ シア,ニ ューギニアは もとよ り,他 の ポ リネシアの どこに も存在

しないとな ると,ハ ワイに おけ るチ ェス類の存在 は,つ ぎの どれかの理 由によって し

か説 明で きない。

 ① ハ ワイで独自に発 明された。②東南 アジァか ら伝播 して きたが,ハ ワイに しか受

容 され なか った。③かつては他の太平洋諸島に も存在 したが,ハ ワイを除 くほかの諸

島で は消失 した。④初期欧人来航者 など,ハ ワイの 《発見》 後,比 較的初期 にここを

訪れた欧 ・亜人な どの外来者に よって伝え られた。⑤他の太平洋諸島に も存在す るが,

た またま報告が欠落 した。

 確 た る証拠があ るわけではないが,私 は④ の可能性が高いのではないか とい う気が

している。

 つ ぎに闘鶏であ るが,こ の遊 びも世界各地 に分布す るものの,東 南ア ジァ ・オセア

ニアの場合 は,各 地に独立発生 した ものとみるよ りは,相 互 に歴史 的な連関を有す る

とみ るべ きであ ろう。 しか し,そ うす ると,オ セアニアでの分布が きわめてわずかで

あ り,と くにメラネシア,二3.ギ ニ アに報告の皆無な ことが奇異 におもわれる。 も
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し報告 もれではな くて,真 実,ニ ューギニア,メ ラネシアに欠如 しているのな らば,

オ セアニァへの この文化要 素の流れ は,オ セアニアへの民族移動が東南ア ジァか らメ

ラネ シァの島 々経由でなされたという通説 に反 して,ミ クロネ シァを経てポ リネ シァ

に達 した もの なのか も しれない。 そうであ ったに して も,ミ クロネシァ,ポ リネ シァ

での分布があ まりにも少 ない ことに,や はり奇異の感 を否 めない。

 ブ ランコについて は,さ きに ものべた ように,オ セアニアで はニューギニア,メ ラ

ネ シアに分布 し,ミ クロネシア,ポ リネシアには各1件 ずつ しか報告がない。 しかも,

ミク0ネ シアでの分布 はカ ピンガマ ランギであ り,こ れ は ミクロネシアにおけるポ リ

ネ シアの飛地であ って本来の ミクロネシアではない。 とす ると,ブ ランコは東 南アジ

アか ら二s一 ギニア,メ ラネシア,ポ リネシアにわた って分布することにな り,こ れ

が東南ア ジァか らオセアニアへの民族移動のルー トにあた ることをおもえば,ブ ラン

コはこのルー トに乗 って オセアニアへ拡が り,た だ しミクロネ シアに は達 しなか った

とい うことになろ う。 この場合,ポ リネ シァでの分布 が稀薄な ことは,多 くの島 々で

それが受容 されなか ったか,あ るいは中途消失 したか と考 えるほかない(報 告 もれが

なかった として)。

 最 後に,オ セアニアにはま った く分布の しられない第IV群 であるが,オ セアニアに

分布 しない ことの理 由の説明 は,そ れほど困難でない。まず闘牛につ いていえば,オ

セァニアに牛 もしくは水牛が棲息せず,飼 育 もされていなか った ことか らして,闘 牛

がみ られ ないの は当然であ る。 オセアニアについて よりも,Achehを の ぞいてスマ

トラ,ジ ャワに欠 けてい ることのほうが奇妙 に思え る。 この両地域に闘鶏 がきわ めて

盛んであることと,関 係 があるのか もしれない。

 人 形芝居 と影絵 は,と もにかな りソフィス トケー トされた文化要素 と考え られ,東

南ア ジアのそれ は,イ ン ド文 化の流れを汲む ことほぼ まちがいない。そ してこの流れ

は,東 南 アジァか らオセアニアへの民族移動 の完了後に東南ア ジアに入 ったもの と考

え られ るのであ る。マダガス カルに分布がみ られないことも,同 様の理由か らであろ

う。

 最 後に,今 回の文献調査で は,娯 楽に関するかぎ り,オ0ス トラリアか らの報告が

皆無であ り,オ ース トラ リァを考察外 においた ことを付言 してお く。
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